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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる色光を射出する所定数の発光部と、
　前記所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部
を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御する発光制御部と、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行う表示部と
　を備え、
　前記発光制御部は、
　各色光に対応する各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、前記
輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定さ
れた所定のしきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する
色光を発する発光部を、前記１または複数の発光部として決定し、
　前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間における、各発光部
の発光時間の長さを制御する
　表示装置。
【請求項２】
　前記１または複数の発光部の色光に対応する色成分の輝度情報に基づいて、前記表示部
を駆動する表示制御部をさらに備えた
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
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　前記輝度情報を記憶するメモリをさらに備え、
　前記表示制御部は、前記メモリから、前記１または複数の発光部の色光に対応する色成
分の輝度情報のみを読み出し、その読み出した輝度情報に基づいて前記表示部を駆動する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記メモリに対して、前記輝度情報のうち、前記１または複数の発
光部の色光に対応する色成分の輝度情報のみを書き込む
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光制御部は、前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、前記１または複
数の発光部の数が少ないほど、各発光部の発光時間を長くする
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記発光制御部は、前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間
における、前記１または複数の発光部の発光期間の数を制御する
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記発光制御部は、各フレーム期間において発光させる複数の発光部を決定し、前記複
数の発光部のうちの発光する発光部を順次切り替えることにより、その複数の発光部が時
分割的に発光するように制御する
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記複数の発光部が発光する順番を制御
する
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記発光制御部は、各フレーム期間において発光させる複数の発光部を決定し、その複
数の発光部の発光期間の少なくとも一部が互いに重なるように制御する
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　輝度情報生成部をさらに備え、
　前記発光制御部は、各色光に対応する各色成分の輝度情報に基づいて、前記複数の発光
部を決定し、
　前記輝度情報生成部は、前記複数の発光部の色光に対応する色成分の輝度情報に基づい
て、前記複数の発光部の色光に対応する色成分の合成色の輝度情報である他の輝度情報を
生成する
　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記他の輝度情報を記憶するメモリと、
　前記メモリに記憶された前記他の輝度情報に基づいて前記表示部を駆動する表示駆動部
と
　を備えた
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記１または複数の発光部の発光開始タ
イミングおよび発光終了タイミングのうちの一方または双方を制御する
　請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記発光制御部は、前記１または複数の発光部の発光輝度を制御する
　請求項１から請求項１２のいずれか一項に記載の表示装置。
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【請求項１４】
　複数の前記色光は、赤色、緑色、および青色である
　請求項１から請求項１３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　ＲＧＢ信号以外の信号をＲＧＢ信号に変換する変換部をさらに備えた
　請求項１４に記載の表示装置。
【請求項１６】
　互いに異なる色光を射出する所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させ
る１または複数の発光部を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御し、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行い、
　前記１または複数の発光部における発光を制御する際、
　各色光に対応する各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、前記
輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定さ
れた所定のしきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する
色光を発する発光部を、前記１または複数の発光部として決定し、
　前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間における、各発光部
の発光時間の長さを制御する
　表示制御方法。
【請求項１７】
　光を透過または反射することにより表示を行う表示部に対して互いに異なる色光を射出
する所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部を
決定し、その１または複数の発光部における発光を制御し、
　前記１または複数の発光部における発光を制御する際、
　各色光に対応する各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、前記
輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定さ
れた所定のしきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する
色光を発する発光部を、前記１または複数の発光部として決定し、
　前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間における、各発光部
の発光時間の長さを制御する
　表示制御装置。
【請求項１８】
　表示装置と
　前記表示装置に対して動作制御を行う制御部と
　を備え、
　前記表示装置は、
　互いに異なる色光を射出する所定数の発光部と、
　前記所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部
を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御する発光制御部と、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行う表示部と
　を有し、
　前記発光制御部は、
　各色光に対応する各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、前記
輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定さ
れた所定のしきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する
色光を発する発光部を、前記１または複数の発光部として決定し、
　前記１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間における、各発光部
の発光時間の長さを制御する
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、バックライトを有する表示装置、そのような表示装置に用いられる表示制御
方法および表示制御装置、ならびにそのような表示装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器の多様化、多機能化に伴い、近年、表示装置は、様々な電子機器に適用されて
いる。具体的には、表示装置は、テレビジョン受像機などの据置型ディスプレイのほか、
携帯電話などの携帯型電子機器、プロジェクタなどの投射型ディスプレイ、ヘッドマウン
トディスプレイなどのウェアラブルディスプレイなどに適用されている。
【０００３】
　表示装置は、一般に、例えば赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｂ）（基本色）の
光を組み合わせて、任意の色の光を生成し、表示を行う。具体的には、例えば、液晶表示
装置のように、赤色、緑色、および青色のサブ画素からなる画素を複数備え、その複数の
画素により表示を行うものがある。また、例えば、プロジェクタのように、赤色、緑色、
および青色の表示デバイスと、プリズムなどの光学部品とを備え、これらの表示デバイス
が生成した画像を光学部品により重ね合わせて表示を行うものがある。また、赤色、緑色
、および青色の表示を時分割で行う、いわゆるフィールドシーケンシャル駆動による表示
装置がある（例えば、特許文献１，２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－５５１２０号公報
【特許文献２】特開２００９－１３４１５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、表示装置は、一般に画質が高いことが望まれ、さらなる画質の向上が期待さ
れている。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画質を高めることができ
る表示装置、表示制御方法、表示制御装置、および電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の表示装置は、複数の発光部と、発光制御部と、表示部とを備えている。複数の
発光部は、互いに異なる色光を射出するものである。発光制御部は、所定数の発光部のう
ち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部を決定し、その１または複
数の発光部における発光を制御するものである。表示部は、色光を透過または反射するこ
とにより表示を行うものである。上記発光制御部は、各色光に対応する各色成分の、画像
情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の
輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定された所定のしきい値未満である色成分以外
の色成分を求め、その求めた色成分に対応する色光を発する発光部を、１または複数の発
光部として決定し、１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フレーム期間におけ
る、各発光部の発光時間の長さを制御するものである。
【０００８】
　本開示の表示制御方法は、互いに異なる色光を射出する所定数の発光部のうち、各フレ
ーム期間において発光させる１または複数の発光部を決定し、その１または複数の発光部
における発光を制御し、色光を透過または反射することにより表示を行うものである。こ
の表示制御方法は、１または複数の発光部における発光を制御する際、各色光に対応する
各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、輝度情報の色成分のうち
、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定された所定のしきい値未満
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である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する色光を発する発光部を、
１または複数の発光部として決定し、１または複数の発光部の決定結果に基づいて、各フ
レーム期間における、各発光部の発光時間の長さを制御するものである。
【０００９】
　本開示の表示制御装置は、光を透過または反射することにより表示を行う表示部に対し
て互いに異なる色光を射出する所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させ
る１または複数の発光部を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御するも
のである。この表示制御装置は、１または複数の発光部における発光を制御する際、各色
光に対応する各色成分の、画像情報における画素ごとの輝度情報に基づいて、輝度情報の
色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度レベルが、ユーザにより設定された所定の
しきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応する色光を発す
る発光部を、１または複数の発光部として決定し、１または複数の発光部の決定結果に基
づいて、各フレーム期間における、各発光部の発光時間の長さを制御するものである。

                                                                                
【００１０】
　本開示の電子機器は、上記表示装置を備えたものであり、例えば、テレビジョン装置、
パーソナルコンピュータ、プロジェクタ、デジタルカメラあるいは携帯電話等の携帯端末
装置などが該当する。
【００１１】
　本開示の表示装置、表示制御方法、表示制御装置、および電子機器では、所定数の発光
部から、互いに異なる色光が射出され、その色光に基づいて表示部において表示動作が行
われる。その際、所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複
数の発光部が決定され、その１または複数の発光部における発光が制御される。
【発明の効果】
【００１２】
　本開示の表示装置、表示制御方法、表示制御装置、および電子機器によれば、所定数の
発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部を決定するよう
にしたので、画質を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した液晶表示部の一構成例を表すブロック図である。
【図３】図１に示したバックライトの一構成例を表す説明図である。
【図４】図１に示した表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図５】図１に示した表示装置の他の動作例を表すタイミング図である。
【図６】図１に示した表示装置の他の動作例を表すタイミング図である。
【図７】比較例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図８】図７に示した表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図９】図７に示した表示装置の他の動作例を表すタイミング図である。
【図１０】変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１１】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１２】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１３】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１４】図７に示した表示装置の一動作例を表す他のタイミング図である。
【図１５】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１６】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図１７】図１６に示した表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１８】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
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【図１９】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図２０】他の変形例に係る表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図２１】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２２】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２３】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２４】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２５】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２６】他の変形例に係る表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２７】実施の形態に係る表示装置が適用されたテレビジョン装置の外観構成を表す斜
視図である。
【図２８】他の変形例に係るバックライトの一構成例を表す説明図である。
【図２９】実施の形態に係る表示装置が適用されたプロジェクタの一構成例を表す模式図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．実施の形態
２．適用例
【００１５】
＜１．実施の形態＞
［構成例］
　図１は、実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。表示装置１は、いわ
ゆるフィールドシーケンシャル駆動により動作する表示装置である。なお、本開示の実施
の形態に係る表示制御方法および表示制御装置は、本実施の形態により具現化されるので
、併せて説明する。
【００１６】
　表示装置１は、画像入力部１１と、色補正部１２と、メモリ９と、メモリ制御部１３と
、信号補正部１４と、液晶表示部２０と、解析部１５と、しきい値設定部１６と、制御部
１７と、バックライト制御部１８と、バックライト３０とを備えている。
【００１７】
　画像入力部１１は、ＰＣ（Personal Computer）などの外部機器から、ＲＧＢ信号であ
る画像信号を入力するためのインターフェースである。画像入力部１１は、入力した画像
信号を、画像信号ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１、およびその画像信号ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１
に同期した同期信号Ｓync1として出力するものである。ここで、画像信号ＳＲ１は、赤色
（Ｒ）の輝度情報ＩＲを含む信号であり、画像信号ＳＧ１は、緑色（Ｇ）の輝度情報ＩＧ
を含む信号であり、画像信号ＳＢ１は、青色（Ｂ）の輝度情報ＩＢを含む信号である。
【００１８】
　色補正部１２は、画像信号ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１および同期信号Ｓync1に基づいて、
ガンマ補正や色むら補正などの色に関する補正を行うものである。そして、色補正部１２
は、この補正により、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２を生成するとともに、その画像信
号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に同期した同期信号Ｓync2を生成するようになっている。なお
、この例では、色補正部１２は、色に関する補正を行うものとしたが、それ以外の信号処
理を行うようにしてもよい。
【００１９】
　メモリ９は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に基づいて、画像信号ＳＲ２に含まれる
輝度情報ＩＲと、画像信号ＳＧ２に含まれる輝度情報ＩＧと、画像信号ＳＢ２に含まれる
輝度情報ＩＢとをそれぞれ１フレーム分記憶する、いわゆるフレームメモリである。メモ
リ９は、メモリ制御部１３により、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの書込動作および読出動作
が制御されるようになっている。
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【００２０】
　メモリ制御部１３は、メモリ９における輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの書込動作および読
出動作を制御するものである。具体的には、書込動作では、メモリ制御部１３は、画像信
号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２および同期信号Ｓync2に基づいて、その画像信号ＳＲ２，ＳＧ
２，ＳＢ２に含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢをメモリ９に記憶させる。これにより、
メモリ９には、例えば１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢが記憶される。また、読
出動作では、メモリ制御部１３は、後述するように、メモリ制御信号ＳＭＥＭに基づいて
、メモリ９から、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢのうちの表示する輝度情報だ
けを、指示された順番で読み出す。具体的には、メモリ制御部１３は、メモリ制御信号Ｓ
ＭＥＭに基づいて、各サブフィールドＳＦ（後述）において、１フレーム分の輝度情報Ｉ
Ｒ（赤色画像ＰＲ）、１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）、１フレーム分の輝
度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）のいずれかを順次読み出す。その際、メモリ制御部１３は、
赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうち、表示する画像だけを読み出す
。そして、メモリ制御部１３は、メモリ９から読み出した輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを画
像信号ＳＩＧ３（フィールドシーケンシャル信号）として出力するとともに、その画像信
号ＳＩＧ３に同期した同期信号Ｓync3を生成して出力するようになっている。
【００２１】
　信号補正部１４は、画像信号ＳＩＧ３および同期信号Ｓync3に基づいて、信号の補正を
行うものである。具体的には、信号補正部１４は、例えば、隣り合う複数のサブフィール
ドＳＦ（後述）の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに基づいて、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを補
正するものである。このような補正としては、例えばオーバードライブ補正が挙げられる
。そして、信号補正部１４は、この補正を行うことにより、画像信号ＳＩＧ４を生成する
とともに、その画像信号ＳＩＧ４に同期した同期信号Ｓync4を生成するようになっている
。
【００２２】
　液晶表示部２０は、液晶表示素子を駆動して、バックライト３０から射出した光を変調
することにより表示を行うものである。
【００２３】
　図２は、液晶表示部２０のブロック図の一例を表すものである。液晶表示部２０は、タ
イミング制御部２１と、ゲートドライバ２２と、データドライバ２３と、画素アレイ部２
４とを備えている。タイミング制御部２１は、画像信号ＳＩＧ４および同期信号Ｓync4に
基づいて、ゲートドライバ２２およびデータドライバ２３の駆動タイミングを制御すると
ともに、画像信号ＳＩＧ４に基づいて画像信号Ｓdispを生成し、データドライバ２３へ供
給するものである。ゲートドライバ２２は、タイミング制御部２１によるタイミング制御
に従って、画素アレイ部２４内の画素Ｐixを行ごとに順次選択して、順次走査するもので
ある。データドライバ２３は、画像信号Ｓdispに基づいてＤ／Ａ（デジタル／アナログ）
変換を行うことにより、アナログ信号である画素電圧Ｖpixを生成し、この画素電圧Ｖpix
を画素アレイ部２４の各画素Ｐixへ供給するものである。
【００２４】
　画素アレイ部２４は、画素Ｐixがマトリクス状に配置されたものである。各画素Ｐixは
、輝度情報ＩＲに対応する画素電圧Ｖpix、輝度情報ＩＧに対応する画素電圧Ｖpix、輝度
情報ＩＢに対応する画素電圧Ｖpixに基づいて、時分割的に表示を行うものである。すな
わち、各画素Ｐixは、いわゆるサブ画素を有しておらず、赤色、緑色、および青色の表示
を時分割的に行うようになっている。なお、バックライト３０は、後述するように、画素
アレイ部２４における表示動作に同期して、赤色光、緑色光、および青色光を時分割的に
発光する。これにより、表示装置１は、赤色画像ＰＲと、緑色画像ＰＧと、青色画像ＰＢ
とを時分割的に表示するようになっている。
【００２５】
　この構成により、表示装置１は、液晶表示部２０の画素Ｐixに複数のサブ画素を設ける
場合と比べてシンプルな構成にすることができるため、小型化することができ、あるいは
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解像度を高めることができる。また、例えば表示装置１をプロジェクタに適用した場合に
は、例えば、赤色、緑色、および青色の液晶表示部と、プリズムなどの光学部品とを設け
る場合と比べ、液晶表示部を１つにすることができるとともに光学部品を省くことができ
るため、小型化することができるとともに、コストを削減することができるようになって
いる。
【００２６】
　解析部１５は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２および同期信号Ｓync1に基づいて、赤
色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの表示すべき画像を判断し、その
判断結果を色情報ＣＩとして出力するものである。具体的には、解析部１５は、例えば、
画像信号ＳＲ２に含まれる１フレーム分の輝度情報ＩＲに基づいてその輝度レベルについ
てのヒストグラムを求め、その輝度レベルの分布が所定の輝度レベル（しきい値Ｌth）以
上に存在している場合には、赤色画像ＰＲを表示すべきと判断する。言い換えれば、解析
部１５は、１フレーム分の輝度情報ＩＲの輝度レベルが全てしきい値Ｌth未満である場合
には、赤色画像ＰＲを表示すべきでないと判断する。同様に、解析部１５は、画像信号Ｓ
Ｇ２に含まれる１フレーム分の輝度情報ＩＧに基づいて、緑色画像ＰＧを表示すべきか否
かを判断し、画像信号ＳＢ２に含まれる１フレーム分の輝度情報ＩＢに基づいて、青色画
像ＰＢを表示すべきか否かを判断する。そして、これらの判断結果を色情報ＣＩとして出
力するようになっている。
【００２７】
　なお、この例では、解析部１５はヒストグラムを用いて判断を行うようにしたが、これ
に限定されるものではなく、例えばヒストグラムを用いなくてもよい。具体的には、例え
ば、画像信号ＳＲ２に含まれる１フレーム分の輝度情報ＩＲの輝度レベルを監視し、所定
の輝度レベル（しきい値Ｌth）以上の輝度情報ＩＲがある場合には、赤色画像ＰＲを表示
すべきと判断するようにしてもよい。緑色画像ＰＧおよび青色画像ＰＢについても同様で
ある。
【００２８】
　しきい値設定部１６は、しきい値Ｌthを解析部１５に供給するものである。しきい値Ｌ
thは、解析部１５が、表示すべき赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢを判
断する際の判断基準となるものであり、例えば、０（ゼロ）や、０以上の十分に低い値に
設定することができる。その際、しきい値Ｌthは、例えば、色補正部１２におけるガンマ
補正などの特性を考慮して設定することが望ましい。このしきい値Ｌthは、あらかじめ所
定値に設定（プリセット）されていてもよいし、ユーザが任意に設定できるようにしても
よい。
【００２９】
　制御部１７は、色情報ＣＩに基づいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像
ＰＢのうちの、表示すべき画像の数と同じ数のサブフィールドＳＦを１フレーム期間内に
設定し、各サブフィールドＳＦにおいて各画像をそれぞれ表示するように表示装置１を制
御するものである。
【００３０】
　具体的には、例えば、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像Ｐ
Ｂの全てを表示すべきことを示している場合には、制御部１７は、１フレーム期間におい
て３つのサブフィールドＳＦを設定する。そして、制御部１７は、表示装置１が、３つの
サブフィールドＳＦにおいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢをこの
順で表示するように表示装置１を制御する。なお、この例では、赤色画像ＰＲ、緑色画像
ＰＧ、青色画像ＰＢの順としたが、これに限定されるものではなく、その他の順番であっ
てもよい。また、例えば、制御部１７は、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、
および青色画像ＰＢのうちの２つを表示すべきことを示している場合には、１フレーム期
間において２つのサブフィールドＳＦを設定する。そして、制御部１７は、表示装置１が
、２つのサブフィールドＳＦにおいてこれらの２つの画像を順次表示するように表示装置
１を制御する。また、例えば、制御部１７は、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像Ｐ
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Ｇ、および青色画像ＰＢのうちの１つのみを表示すべきことを示している場合には、１フ
レーム期間において１つのサブフィールドＳＦを設定する。そして、制御部１７は、表示
装置１が、このサブフィールドＳＦにおいてこの１つの画像を表示するように表示装置１
を制御するようになっている。
【００３１】
　制御部１７は、この処理を行う際、メモリ制御信号ＳＭＥＭと、バックライト制御信号
ＳＢＬとを生成する。メモリ制御信号ＳＭＥＭは、設定したサブフィールドＳＦに応じて
、メモリ９からの輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの読出動作を制御するための信号である。具
体的には、制御部１７は、あるサブフィールドＳＦにおいて赤色画像ＰＲを表示しようと
する場合には、メモリ９から１フレーム分の輝度情報ＩＲを読み出し、画像信号ＳＩＧ３
として出力させるように、メモリ制御信号ＳＭＥＭを介してメモリ制御部１３に対して指
示する。同様に、制御部１７は、あるサブフィールドＳＦにおいて緑色画像ＰＧを表示し
ようとする場合には、メモリ９から１フレーム分の輝度情報ＩＧを読み出し、画像信号Ｓ
ＩＧ３として出力させるように、メモリ制御信号ＳＭＥＭを介してメモリ制御部１３に対
して指示する。また、制御部１７は、あるサブフィールドＳＦにおいて青色画像ＰＢを表
示しようとする場合には、メモリ９から１フレーム分の輝度情報ＩＢを読み出し、画像信
号ＳＩＧ３として出力させるように、メモリ制御信号ＳＭＥＭを介してメモリ制御部１３
に対して指示するようになっている。
【００３２】
　バックライト制御信号ＳＢＬは、設定したサブフィールドＳＦに応じて、バックライト
３０の発光動作を制御するための信号である。具体的には、制御部１７は、あるサブフィ
ールドＳＦにおいて赤色画像ＰＲを表示しようとする場合には、バックライト３０の発光
部３０Ｒ（後述）を発光させるように、バックライト制御信号ＳＢＬを介してバックライ
ト制御部１８に対して指示する。同様に、制御部１７は、あるサブフィールドＳＦにおい
て緑色画像ＰＧを表示しようとする場合には、バックライト３０の発光部３０Ｇ（後述）
を発光させるように、バックライト制御信号ＳＢＬを介してバックライト制御部１８に対
して指示し、あるサブフィールドＳＦにおいて青色画像ＰＢを表示しようとする場合には
、バックライト３０の発光部３０Ｂ（後述）を発光させるように、バックライト制御信号
ＳＢＬを介してバックライト制御部１８に対して指示するようになっている。また、制御
部１７は、このバックライト制御信号ＳＢＬに同期した同期信号ＳyncBを生成して出力す
る機能も有している。
【００３３】
　バックライト制御部１８は、バックライト制御信号ＳＢＬおよび同期信号ＳyncBに基づ
いて、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成するものである。発光制御信号
ＣＴＬＲは、バックライト３０の発光部３０Ｒ（後述）の発光を制御する信号であり、発
光制御信号ＣＴＬＧは、発光部３０Ｇ（後述）の発光を制御する信号であり、発光制御信
号ＣＴＬＢは、発光部３０Ｂ（後述）の発光を制御する信号である。発光制御信号ＣＴＬ
Ｒ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢは、これらの発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂに対して、発光タイ
ミングや、発光期間、発光輝度などを指示するものである。
【００３４】
　バックライト３０は、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢに基づいて、赤色光
、緑色光、および青色光を独立して発光し、液晶表示部２０に対して射出するものである
。
【００３５】
　図３は、バックライト３０の一構成例を模式的に表すものである。バックライト３０は
、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂを有している。発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂは、それ
ぞれ、例えば、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を用いて構成されるものである。発光部
３０Ｒは、発光制御信号ＣＴＬＲに基づいて赤色（Ｒ）光を面発光し、発光部３０Ｇは、
発光制御信号ＣＴＬＧに基づいて緑色（Ｇ）光を面発光し、発光部３０Ｂは、発光制御信
号ＣＴＬＢに基づいて青色（Ｂ）光を面発光するものである。これにより、発光部３０Ｒ
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，３０Ｇ，３０Ｂは、互いに独立して発光できるようになっている。
【００３６】
　このように、表示装置１では、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのう
ちの表示すべき画像を判断し、１フレーム期間におけるサブフィールドＳＦの数を動的に
変化させるようにしている。これにより、表示装置１では、後述するように、いわゆるブ
ルースクリーンのように、赤色、緑色、青色のうちの１つまたは２つしか使用しないよう
な画像を表示する際、表示輝度を高めることができるとともに、消費電力を低減すること
ができるようになっている。
【００３７】
　ここで、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂは、本開示における「複数の発光部」の一具体
例に対応する。解析部１５、制御部１７、およびバックライト制御部１８は、本開示にお
ける「発光制御部」の一具体例に対応する。液晶表示部２０は、本開示における「表示部
」の一具体例に対応する。輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢのそれぞれは、本開示における「輝
度情報」の一具体例に対応する。メモリ制御部１３は、本開示における「表示制御部」の
一具体例に対応する。
【００３８】
［動作および作用］
（全体動作概要）
　まず、図１などを参照して、表示装置１の全体動作概要を説明する。画像入力部１１は
、外部機器から画像信号を入力する。色補正部１２は、画像信号に対してガンマ補正や色
むら補正などの色に関する補正を行い、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２を生成する。解
析部１５は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に基づいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ
、および青色画像ＰＢのうちの表示すべき画像を判断し、その判断結果を色情報ＣＩとし
て出力する。制御部１７は、色情報ＣＩに基づいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、青色
画像ＰＢのうちの、表示すべき画像の数と同じ数のサブフィールドＳＦを１フレーム期間
内に設定し、メモリ制御信号ＳＭＥＭおよびバックライト制御信号ＳＢＬを生成する。メ
モリ９は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを記憶
する。メモリ制御部１３は、メモリ制御信号ＳＭＥＭに基づいて、メモリ９における輝度
情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの書込動作および読出動作を制御し、読み出した輝度情報ＩＲ，Ｉ
Ｇ，ＩＢを画像信号ＳＩＧ３として出力する。信号補正部１４は、画像信号ＳＩＧ３に対
して、信号の補正を行う。液晶表示部２０は、液晶表示素子を駆動して、バックライト３
０から射出した光を変調することにより表示を行う。バックライト制御部１８は、バック
ライト制御信号ＳＢＬに基づいて、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成す
る。バックライト３０の発光部３０Ｒは、発光制御信号ＣＴＬＲに基づいて赤色光を面発
光し、発光部３０Ｇは、発光制御信号ＣＴＬＧに基づいて緑色光を面発光し、発光部３０
Ｂは、発光制御信号ＣＴＬＢに基づいて青色光を面発光する。
【００３９】
（詳細動作）
　次に、表示装置１の詳細動作を説明する。ここでは、以下の３つのケースＣ１～Ｃ３を
例に説明する。ケースＣ１は、通常の一般的な画像を表示する場合を想定したものである
。具体的には、このケースＣ１は、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、しきい
値Ｌth以上の輝度レベルを有する輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢが含まれている場合である。
ケースＣ２は、黄色の背景に黒色の文字が配置された画像表示する場合を想定したもので
ある。具体的には、このケースＣ２は、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、し
きい値Ｌth以上の輝度レベルを有する輝度情報ＩＲ，ＩＧは含まれているが、しきい値Ｌ
th以上の輝度レベルを有する輝度情報ＩＢは含まれていない場合である。ケースＣ３は、
例えば、青色の背景に黒色の文字が配置された画像（いわゆるブルースクリーン）を表示
する場合を想定したものである。具体的には、このケースＣ３は、１フレーム分の輝度情
報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、しきい値Ｌth以上の輝度レベルを有する輝度情報ＩＢは含まれて
いるが、しきい値Ｌth以上の輝度レベルを有する輝度情報ＩＲ，ＩＧは含まれていない場
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合である。
【００４０】
（ケースＣ１）
　ケースＣ１では、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、しきい値Ｌth以上の輝
度レベルを有する輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢが含まれているため、解析部１５は、赤色画
像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢの全てを表示すべきと判断し、色情報ＣＩを
介してその旨を制御部１７に伝える。この場合、制御部１７は、１フレーム期間において
３つのサブフィールドＳＦを設定し、メモリ制御信号ＳＭＥＭおよびバックライト制御信
号ＳＢＬを生成する。メモリ制御部１３は、メモリ制御信号ＳＭＥＭに基づいて、メモリ
９から、これらの３つのサブフィールドＳＦのそれぞれにおいて、１フレーム分の輝度情
報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）、１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）、および１フレ
ーム分の輝度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）をそれぞれ読み出して画像信号ＳＩＧ３として出
力する。そして、信号補正部１４は、この画像信号ＳＩＧ３に対して補正を行い、画像信
号ＳＩＧ４を生成する。また、バックライト制御部１８は、バックライト制御信号ＳＢＬ
に基づいて、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成する。
【００４１】
　図４は、ケースＣ１における表示装置１の動作を表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓ
ＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を示
す。図４（Ａ）において、“ＰＲ”は１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）を示
し、“ＰＧ”は１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）を示し、“ＰＢ”は１フレ
ーム分の輝度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）を示す。また、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ
，ＣＴＬＢは、この例では、高レベルは発光を示し、低レベルは消光を示す。
【００４２】
　ケースＣ１では、１フレーム期間内の最初のサブフィールドＳＦにおいて、液晶表示部
２０に１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）が供給されるとともに（図４（Ａ）
）、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＲおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢ
が供給される（図４（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は赤色画像ＰＲを表示すると
ともに、バックライト３０の発光部３０Ｒが赤色光を発する。また、２番目のサブフィー
ルドＳＦでは、液晶表示部２０に１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）が供給さ
れるとともに（図４（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＧおよび低レベルの発光制
御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＢが供給される（図４（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は
緑色画像ＰＧを表示するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｇが緑色光を発する。
また、３番目のサブフィールドＳＦでは、液晶表示部２０に１フレーム分の輝度情報ＩＢ
（青色画像ＰＢ）が供給されるとともに（図４（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬ
Ｂおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧが供給される（図４（Ｂ））。これ
により、液晶表示部２０は青色画像ＰＢを表示するとともに、バックライト３０の発光部
３０Ｂが青色光を発する。このようにして、表示装置１は、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ
、青色画像ＰＢを時分割的に表示することにより、カラー画像を表示する。
【００４３】
（ケースＣ２）
　ケースＣ２では、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、しきい値Ｌth以上の輝
度レベルを有する輝度情報ＩＲ，ＩＧは含まれているが、しきい値Ｌth以上の輝度レベル
を有する輝度情報ＩＢは含まれていないため、解析部１５は、赤色画像ＰＲおよび緑色画
像ＰＧのみを表示すべきと判断し、色情報ＣＩを介してその旨を制御部１７に伝える。こ
の場合、制御部１７は、１フレーム期間において２つのサブフィールドＳＦを設定し、メ
モリ制御信号ＳＭＥＭおよびバックライト制御信号ＳＢＬを生成する。メモリ制御部１３
は、メモリ制御信号ＳＭＥＭに基づいて、メモリ９から、この２つのサブフィールドＳＦ
のそれぞれにおいて、１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）および１フレーム分
の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）をそれぞれ読み出して画像信号ＳＩＧ３として出力する
。すなわち、メモリ制御部１３は、メモリ９から、１フレーム分の輝度情報ＩＢ（青色画
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像ＰＢ）を読み出さない。そして、信号補正部１４は、この画像信号ＳＩＧ３に対して補
正を行い、画像信号ＳＩＧ４を生成する。また、バックライト制御部１８は、バックライ
ト制御信号ＳＢＬに基づいて、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成する。
【００４４】
　図５は、ケースＣ２における表示装置１の動作を表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓ
ＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を示
す。ケースＣ２では、１フレーム期間内の最初のサブフィールドＳＦにおいて、液晶表示
部２０に１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）が供給されるとともに（図５（Ａ
））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＲおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＧ，ＣＴＬ
Ｂが供給される（図５（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は赤色画像ＰＲを表示する
とともに、バックライト３０の発光部３０Ｒが赤色光を発する。また、２番目のサブフィ
ールドＳＦでは、液晶表示部２０に１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）が供給
されるとともに（図５（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＧおよび低レベルの発光
制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＢが供給される（図５（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０
は緑色画像ＰＧを表示するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｇが緑色光を発する
。このようにして、表示装置１は、赤色画像ＰＲおよび緑色画像ＰＧを時分割的に表示す
ることにより、黄色の画像を表示する。すなわち、１フレーム分の輝度情報ＩＢの輝度レ
ベルは全てしきい値Ｌth未満であるため、解析部１５は、青色画像ＰＢを表示する必要が
ないと判断し、表示装置１は、その青色画像ＰＢを除く２つの画像（赤色画像ＰＲおよび
緑色画像ＰＧ）を時分割的に表示する。
【００４５】
（ケースＣ３）
　ケースＣ３では、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに、しきい値Ｌth以上の輝
度レベルを有する輝度情報ＩＢは含まれているが、しきい値Ｌth以上の輝度レベルを有す
る輝度情報ＩＲ，ＩＧは含まれていないため、解析部１５は、青色画像ＰＢのみを表示す
べきと判断し、色情報ＣＩを介してその旨を制御部１７に伝える。この場合、制御部１７
は、１フレーム期間において１つのサブフィールドＳＦを設定し、メモリ制御信号ＳＭＥ
Ｍおよびバックライト制御信号ＳＢＬを生成する。メモリ制御部１３は、メモリ制御信号
ＳＭＥＭに基づいて、メモリ９から、この１つのサブフィールドＳＦにおいて、１フレー
ム分の輝度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）を読み出して画像信号ＳＩＧ３として出力する。す
なわち、メモリ制御部１３は、メモリ９から、１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像Ｐ
Ｒ）および１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）を読み出さない。そして、信号
補正部１４は、この画像信号ＳＩＧ３に対して補正を行い、画像信号ＳＩＧ４を生成する
。また、バックライト制御部１８は、バックライト制御信号ＳＢＬに基づいて、発光制御
信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成する。
【００４６】
　図６は、ケースＣ３における表示装置１の動作を表すものであり、（Ａ）は画像信号Ｓ
ＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を示
す。ケースＣ３では、１フレーム期間（サブフィールドＳＦ）内において、液晶表示部２
０に１フレーム分の輝度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）が供給されるとともに（図６（Ａ））
、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＢおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧが
供給される（図６（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は青色画像ＰＢを表示するとと
もに、バックライト３０の発光部３０Ｂが青色光を発する。このようにして、表示装置１
は、青色画像ＰＢのみを表示する。すなわち、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧの輝度
レベルは全てしきい値Ｌth未満であるため、解析部１５は、赤色画像ＰＲおよび緑色画像
ＰＧを表示する必要がないと判断し、表示装置１は、青色画像ＰＢのみを表示する。
【００４７】
　このように、表示装置１では、解析部１５が、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青
色画像ＰＢのうちの表示すべき画像を判断する。そして、制御部１７が、その判断結果に
基づいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの表示すべき画像の
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数に応じて、１フレーム期間内のサブフィールドＳＦの数を動的に変化させ、各サブフィ
ールドＳＦにおいて各画像をそれぞれ表示するように表示装置１を制御する。言い換えれ
ば、表示装置１では、供給された画像が、通常の画像であるか（例えばケースＣ１）、い
わゆるブルースクリーンのように、赤色、緑色、青色のうちの１つまたは２つしか使用し
ないような画像であるか（例えばケースＣ２，Ｃ３）を判断し、後者の場合には、１フレ
ーム期間におけるサブフィールドＳＦの数を減らす。これにより、以下に、比較例と対比
して説明するように、赤色、緑色、青色のうちの１つまたは２つしか使用しないような画
像を表示する際に、表示装置１の表示輝度を高めることができるとともに、消費電力を低
減することができる。
【００４８】
（比較例）
　次に、比較例に係る表示装置１Ｒについて説明する。表示装置１Ｒは、１フレーム期間
内に常に３つのサブフィールドＳＦを設定するものである。
【００４９】
　図７は、比較例に係る表示装置１Ｒの一構成例を表すものである。表示装置１Ｒは、制
御部１３Ｒを備えている。制御部１３Ｒは、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２および同期
信号Ｓycn2に基づいて、メモリ９における輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢの書込動作および読
出動作を制御し、読み出した輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを画像信号ＳＩＧ３として出力す
るものである。具体的には、制御部１３Ｒは、１フレーム期間において常に３つのサブフ
ィールドＳＦを設定し、これらの３つのサブフィールドＳＦのそれぞれにおいて、１フレ
ーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）、１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）
、および１フレーム分の輝度情報ＩＢ（青色画像ＰＢ）をそれぞれ読み出して画像信号Ｓ
ＩＧ３として出力する。また、制御部１３Ｒは、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青
色画像ＰＢの表示に同期した発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢを生成する機能
をも有している。
【００５０】
　図８は、ケースＣ２における表示装置１Ｒの動作を表すものであり、図９は、ケースＣ
３における表示装置１Ｒの動作を表すものである。図８，９において、（Ａ）は画像信号
ＳＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を
示す。なお、ケースＣ１における表示装置１Ｒの動作は、本実施の形態の場合（図４）と
同様である。このように、制御部１３Ｒは、ケースＣ１～Ｃ３によらず、１フレーム期間
において３つのサブフレームＳＦを設定する。そして、１フレーム期間内の最初のサブフ
ィールドＳＦにおいて、液晶表示部２０が赤色画像ＰＲを表示するとともに、バックライ
ト３０の発光部３０Ｒが赤色光を発し、２番目のサブフィールドＳＦにおいて、液晶表示
部２０が緑色画像ＰＧを表示するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｇが緑色光を
発し、３番目のサブフィールドＳＦにおいて、液晶表示部２０が青色画像ＰＢを表示する
とともに、バックライト３０の発光部３０Ｂが青色光を発する。
【００５１】
　しかしながら、ケースＣ２では、１フレーム分の輝度情報ＩＢの輝度レベルは全てしき
い値Ｌth未満であるため、青色画像ＰＢは、黒画像に近いものである。よって、図８にお
いて、３番目のサブフィールドＳＦでは、発光部３０Ｂは発光しているものの、表示装置
１Ｒは黒表示を行うこととなり、表示にほとんど寄与しない期間が生じることとなる。同
様に、ケースＣ３では、１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧの輝度レベルは全てしきい値
Ｌth未満であるため、赤色画像ＰＲおよび緑色画像ＰＧは、ともに黒画像に近いものであ
る。よって、図９において、１番目および２番目のサブフィールドＳＦでは、発光部３０
Ｒ，３０Ｇは発光しているものの、表示装置１Ｒは黒表示を行うこととなり、表示にほと
んど寄与しない期間が生じることとなる。
【００５２】
　このように、比較例に係る表示装置１Ｒは、１フレーム期間におけるサブフィールドＳ
Ｆの数を３つに固定したので、いわゆるブルースクリーンのように、赤色、緑色、青色の
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うちの１つまたは２つしか使用しないような画像を表示する際に、表示にほとんど寄与し
ない期間が生じる。このような期間では、バックライト３０（発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３
０Ｂ）の発光により、消費電力を浪費してしまうおそれがある。
【００５３】
　一方、本実施の形態に係る表示装置１では、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色
画像ＰＢのうちの表示すべき画像を判断し、１フレーム期間におけるサブフィールドＳＦ
の数を動的に変化させるようにしている。これにより、表示装置１では、表示に寄与しな
い期間を省くことができるため、表示装置１の表示輝度を高めるとともに、消費電力の浪
費を抑えることができる。すなわち、例えばケースＣ２では、実施の形態に係る図５は、
比較例に係る図８において、発光部３０Ｂの発光期間（３番目のサブフィールドＳＦ）を
省くとともに、発光部３０Ｒ，３０Ｇの発光期間（１番目および２番目のサブフィールド
ＳＦ）をそれぞれ延ばしたものに相当する。これにより、表示装置１の表示輝度を高める
とともに、発光部３０Ｂの発光による消費電力の浪費を抑えることができる。同様に、例
えばケースＣ３では、実施の形態に係る図６は、比較例に係る図９において、発光部３０
Ｒ，３０Ｇの発光期間（１番目および２番目のサブフィールドＳＦ）を省くとともに、発
光部３０Ｂの発光期間（３番目のサブフィールド）を延ばしたものに相当する。これによ
り、表示装置１の表示輝度を高め、画質を高めることができるとともに、発光部３０Ｒ，
３０Ｇの発光による消費電力の浪費を抑えることができる。
【００５４】
　また、比較例に係る表示装置１Ｒでは、１フレーム期間内に常に３つのサブフィールド
ＳＦを設定したので、液晶表示部２０において、１フレーム期間に常に３回走査駆動を行
う必要があるので、消費電力が大きくなるおそれがある。
【００５５】
　一方、本実施の形態に係る表示装置１では、１フレーム期間におけるサブフィールドＳ
Ｆの数を動的に変化させるようにしたので、表示する画像によって、液晶表示部２０にお
ける走査駆動の回数を減らすことができ、消費電力を低減することができる。
【００５６】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、１フレーム期間におけるサブフィールドの数を動的に
変化させるようにしたので、ブルースクリーンのように、赤色、緑色、青色のうちの１つ
または２つしか使用しないような表示を行う際に、表示装置の表示輝度を高め、画質を高
めることができるとともに、消費電力を低減することができる。
【００５７】
［変形例１］
　上記実施の形態では、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢは、サブフィールド
ＳＦの開始タイミングで遷移するようにしたが、これに限定されるものではない。バック
ライト制御部１８は、例えば、図１０に示すように、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，
ＣＴＬＢにおけるパルスの開始タイミングや終了タイミング（パルスの位相やパルス幅）
を設定できるように構成してもよい。この図１０の例では、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴ
ＬＧ，ＣＴＬＢのパルス幅が互いに異なるように設定している。このように、パルスの開
始タイミングや終了タイミングを設定できるように構成することにより、液晶表示部２０
における液晶応答などを考慮したタイミングで、各発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂを発光
させることができる。
【００５８】
［変形例２］
　上記実施の形態では、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの１つ
の画像を表示すべき場合（例えばケースＣ３）には、１フレーム期間内に１つのサブフィ
ールドＳＦを設定したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図１
１に示すように、複数（この例では３つ）のサブフィールドＳＦを設定し、同じ画像（こ
の例では青色画像ＰＢ）を繰り返し表示してもよい。これにより、液晶表示部２０では、
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１フレーム期間において複数回（この例では３回）走査駆動が行われるため、画素Ｐixに
おけるトランジスタのリークに起因する画質の劣化を低減することができる。この場合で
も、図１２に示すように、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢにおけるパルスの
開始タイミングや終了タイミング（パルスの位相やパルス幅）を設定できるように構成し
てもよい。
【００５９】
［変形例３］
　上記実施の形態では、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの２つ
の画像を表示すべき場合（例えばケースＣ２）には、１フレーム期間内に２つのサブフィ
ールドＳＦを設定したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、３つ以上のサ
ブフィールドＳＦを設定してもよいし、１つのサブフィールドＳＦを設定してもよい。以
下に、いくつかの例を挙げて本変形例について詳細に説明する。
【００６０】
　まず、本変形例に係る表示装置２について説明する。この表示装置２は、ケースＣ２に
おいて、１フレーム期間に４つのサブフィールドＳＦを設定するものである。
【００６１】
　図１３は、ケースＣ２における表示装置２の動作を表すものであり、（Ａ）は画像信号
ＳＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を
示す。表示装置２は、ケースＣ２において、１フレーム期間において４つのサブフレーム
ＳＦを設定する。表示装置２では、最初のサブフィールドＳＦにおいて、液晶表示部２０
に１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）が供給されるとともに（図１３（Ａ））
、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＲおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢが
供給される（図１３（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は赤色画像ＰＲを表示すると
ともに、バックライト３０の発光部３０Ｒが赤色光を発する。そして、２番目のサブフィ
ールドＳＦでは、液晶表示部２０に１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）が供給
されるとともに（図１３（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＧおよび低レベルの発
光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＢが供給される（図１３（Ｂ））。これにより、液晶表示部
２０は緑色画像ＰＧを表示するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｇが緑色光を発
する。そして、３番目のサブフィールドＳＦでは、液晶表示部２０に、１番目のサブフィ
ールドＳＦと同じ１フレーム分の輝度情報ＩＲ（赤色画像ＰＲ）が再度供給されるととも
に（図１３（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＲおよび低レベルの発光制御信号Ｃ
ＴＬＧ，ＣＴＬＢが供給される（図１３（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は赤色画
像ＰＲを表示するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｒが赤色光を発する。そして
、４番目のサブフィールドＳＦでは、液晶表示部２０に、２番目のサブフィールドＳＦと
同じ１フレーム分の輝度情報ＩＧ（緑色画像ＰＧ）が再度供給されるとともに（図１３（
Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＧおよび低レベルの発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴ
ＬＢが供給される（図１３（Ｂ））。これにより、液晶表示部２０は緑色画像ＰＧを表示
するとともに、バックライト３０の発光部３０Ｇが緑色光を発する。
【００６２】
　このようにして、表示装置２は、１フレーム期間において、赤色画像ＰＲおよび緑色画
像ＰＧを時分割的に２回ずつ表示している。これにより、以下に、比較例に係る表示装置
１Ｒと対比して説明するように、観察者が、例えばまばたきなどにより、極めて短い期間
表示画面を観察しなかった場合でも、画質が低下したように感じるおそれを低減すること
ができる。
【００６３】
　図１４は、比較例に係る表示装置１ＲのケースＣ２における動作を表すものであり、図
１５は、変形例に係る表示装置２のケースＣ２における動作を表すものである。図１４，
１５において、（Ａ）は画像信号ＳＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬ
Ｒ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの波形を示す。
【００６４】
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　比較例に係る表示装置１Ｒでは、観察者が、タイミングｔ１～ｔ２の極めて短い期間Ｐ
Ｖにおいて、表示装置１Ｒの表示画面を観察しなかった場合、図１４に示したように、タ
イミングｔ１の直前およびタイミングｔ２の直後において、観察者は、本来の色と異なる
色を観察するおそれがある。具体的には、この例では、観察者は、タイミングｔ１の直前
において、その表示画面をやや赤色の強い画像であると認識し、タイミングｔ２直後にお
いて、その表示画面をやや緑色の強い画像であると認識するおそれがある。このように、
比較例に係る表示装置１Ｒでは、いわゆる色割れ（color breakup）が生じることにより
、観察者は、画質が低下したように感じるおそれがある。
【００６５】
　一方、本変形例に係る表示装置２では、図１５に示したように、タイミングｔ１の直前
およびタイミングｔ２の直後でも、観察者は、本来の色とほぼ同じ色を観察することがで
きる。すなわち、表示装置２では、１フレーム期間においてサブフレームＳＦを多く設定
しているため、色割れが生ずるおそれを低減することができ、画質を高めることができる
。
【００６６】
　次に、本変形例に係る表示装置３について説明する。表示装置３は、ケースＣ２におい
て、１フレーム期間に１つのサブフィールドＳＦを設定するとともに、発光部３０Ｒ，３
０Ｇ，３０Ｂのうちの２つを発光させるものである。
【００６７】
　図１６は、本変形例に係る表示装置３の一構成例を表すものである。表示装置３は、制
御部４７および信号生成部４３を備えている。
【００６８】
　制御部４７は、上記実施の形態に係る制御部１７と同様に、色情報ＣＩに基づいて、１
フレーム期間内に１または複数のサブフィールドＳＦを設定し、各サブフィールドＳＦに
おいて各画像をそれぞれ表示するように表示装置３を制御するものである。その際、制御
部４７は、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの２
つの画像を表示すべきことを示している場合には、１フレーム期間において１つのサブフ
ィールドＳＦを設定する。そして、制御部４７は、この場合において、その２つの画像が
赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちのどの画像であるかを指示する
制御信号ＳＳＩＧを生成する。なお、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、およ
び青色画像ＰＢのうちの全ての画像を表示すべきことを示している場合（例えばケースＣ
１）、もしくはこれらのうちの１つの画像を表示すべきことを示している場合（例えばケ
ースＣ３）には、制御部４７は、制御部１７と同様に動作する。
【００６９】
　信号生成部４３は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２、同期信号Ｓync2、および制御信
号ＳＳＩＧに基づいて、画像信号Ｓ10およびこの画像信号Ｓ10に同期した同期信号Ｓync1
0を生成するものである。
【００７０】
　その際、信号生成部４３は、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうち
の２つの画像を表示すべき場合（例えばケースＣ２）には、制御信号ＳＳＩＧに基づいて
、その２つの画像の合成色の画像を生成し、画像信号Ｓ10として出力する。具体的には、
例えば、制御信号ＳＳＩＧが、赤色画像ＰＲおよび緑色画像ＰＧを表示すべきことを示し
ている場合には、信号生成部４３は黄色画像ＰＹを生成し、黄色（Ｙ）の輝度情報ＩＹを
含む画像信号Ｓ10を出力する。また、例えば、制御信号ＳＳＩＧが、緑色画像ＰＧおよび
青色画像ＰＢを表示すべきことを示している場合には、信号生成部４３はシアン色画像Ｐ
Ｃを生成し、シアン色（Ｃ）の輝度情報ＩＣを含む画像信号Ｓ10を出力する。また、例え
ば、制御信号ＳＳＩＧが、赤色画像ＰＲおよび青色画像ＰＢを表示すべきことを示してい
る場合には、信号生成部４３はマゼンタ色画像ＰＭを生成し、マゼンタ色（Ｍ）の輝度情
報ＩＭを含む画像信号Ｓ10を出力する。ここで、輝度情報ＩＹ，ＩＣ，ＩＭとしては、例
えば、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に含まれる輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに基づいて
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ＲＧＢ／ＹＵＶ変換を行い、そのＹＵＶ信号のＹ成分を用いることができる。
【００７１】
　なお、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢのうちの全ての画像を表示す
べき場合（例えばケースＣ１）またはそのうちの１つの画像を表示すべき場合（例えばケ
ースＣ３）には、信号生成部４３は、画像を生成せずに、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ
２をそのまま画像信号Ｓ10として出力する。
【００７２】
　この構成により、例えば、色情報ＣＩが、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画
像ＰＢのうちの２つを表示すべきことを示している場合（例えばケースＣ２）には、制御
部４７は、１フレーム期間において１つのサブフィールドＳＦを設定するとともに、制御
信号ＳＳＩＧを生成する。また、信号生成部４３は、この制御信号ＳＳＩＧに基づいて、
これらの２つの画像の合成色の画像を生成し、画像信号Ｓ10として出力する。
【００７３】
　ここで、信号生成部４３は、本開示における「輝度情報生成部」の一具体例に対応する
。
【００７４】
　図１７は、ケースＣ２の場合における表示装置３の動作を表すものであり、（Ａ）は画
像信号ＳＩＧ４を模式的に示し、（Ｂ）は発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢの
波形を示す。この場合、解析部１５は、赤色画像ＰＲおよび緑色画像ＰＧの２つを表示す
べきと判断するため、信号生成部４３は黄色画像ＰＹを生成する。そして、１フレーム期
間（サブフィールドＳＦ）内において、液晶表示部２０に黄色画像ＰＹを構成する輝度情
報が供給されるとともに（図１７（Ａ））、高レベルの発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ
および低レベルの発光制御信号ＣＴＬＢが供給される（図１７（Ｂ））。これにより、液
晶表示部２０は黄色画像ＰＹを表示するとともに、バックライト３０が、赤色と緑色の合
成光として黄色光を発する。
【００７５】
　このように構成することにより、例えば、赤色、緑色、青色（基本色）のいずれか１つ
で構成される画像を表示する場合だけでなく、基本色の合成色で構成される画像を表示す
る場合でも、表示装置の表示輝度を高めることができるとともに、消費電力を低減するこ
とができる。
【００７６】
　この例では、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢは、サブフィールドＳＦの期
間にわたって高レベルまたは低レベルを維持するようにしたが、これに限定されるもので
はなく、これに代えて、例えば、図１８に示すように、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ
，ＣＴＬＢにおけるパルスの開始タイミングや終了タイミング（パルスの位相やパルス幅
）を変化させることができるようにしてもよい。これにより、発光部３０Ｒが発する赤色
光、発光部３０Ｇが発する緑色光、および発光部３０Ｂが発する青色光の合成比を変化さ
せることができ、バックライト３０が発光する色を調整することができる。その際、例え
ば、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢによってこの合成比を変化させるようにしてもよい。これ
により、バックライト３０は、輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに応じた色で発光することがで
きる。また、図１９に示すように、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢのうちの
少なくとも１つを複数のパルスにより構成してもよい。この場合には、上述した本変形例
に係る表示装置２と同様に、色割れが生ずるおそれを低減することができ、画質を高める
ことができる。なお、これらの例では、パルス幅により、赤色光、緑色光、および青色光
の合成比を調整したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図２０
に示すように、発光制御信号ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ，ＣＴＬＢにおける信号レベルを変化さ
せることにより、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂの発光輝度をそれぞれ変化させ、バック
ライト３０が発光する色を調整してもよい。この例では、発光部３０Ｒに対して電圧ＶＨ
を供給するとともに、発光部３０Ｇに対して、電圧ＶＨよりも低い電圧ＶＭを供給するこ
とにより、発光部３０Ｇの発光輝度を発光部３０Ｒの発光輝度よりも低くしている。なお
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、この例では、電圧により発光部３０Ｒ，３０Ｇ，２０Ｂの発光輝度を調整するようにし
たが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、電流により発光輝度を調
整するようにしてもよい。
【００７７】
　なお、この表示装置３では、ケースＣ２において、１フレーム期間に１つのサブフィー
ルドＳＦを設定するとともに、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂのうちの２つを発光させた
が、これに限定されるものではなく、例えばケースＣ１において、１フレーム期間に１つ
のサブフィールドＳＦを設定するとともに、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂの全てを発光
させるようにしてもよい。
【００７８】
［変形例４］
　上記実施の形態では、解析部１５は、色補正部１２の出力信号である画像信号ＳＲ２，
ＳＧ２，ＳＢ２および同期信号Ｓync2に基づいて、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および
青色画像ＰＢのうちの表示すべき画像を判断したが、これに限定されるものではない。例
えば、解析部１５は、図２１に示す表示装置１Ａのように、色補正部１２の入力信号であ
る画像信号ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１および同期信号Ｓync1に基づいて、この処理を行なっ
てもよい。
【００７９】
［変形例５］
　上記実施の形態では、表示装置１に解析部１５を設けたが、これに限定されるものでは
なく、これに代えて、例えば、図２２に示す表示装置１Ｂのように、外部から色情報ＣＩ
の供給を受けることができる場合には、解析部１５を設けなくてもよい。例えば、この前
段に配置されている回路が、表示装置１Ｂにおいて表示される画像の解析を行っており、
色情報ＣＩを出力する場合に、本変形例を適用することができる。なお、この例では、画
像信号と色情報ＣＩは別々に供給されるようにしたが、これに限定されるものではなく、
例えば、時分割的に多重化された１つの信号により供給されるようにしてもよい。
【００８０】
　また、例えば、図２３に示す表示装置１Ｃのように、通常表示モードＭ１と、単色表示
モードＭ２とを含む複数の動作モードのうちから１つを設定する動作モード設定部４９を
備え、その動作モード設定部４９が色情報ＣＩを生成するようにしてもよい。具体的には
、例えばユーザが通常表示モードＭ１を選択した場合には、動作モード設定部４９は、赤
色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画像ＰＢの全てを表示すべき旨を示す色情報ＣＩ
を生成し、表示装置１ＣはケースＣ１のように動作する。また、例えば、ユーザが単色表
示モードＭ２を選択した場合には、動作モード設定部４９は、例えば、青色画像ＰＢのみ
を表示すべき旨を示す色情報ＣＩを生成し、表示装置１ＣはケースＣ３のように動作する
。これにより、単色表示モードＭ２において、表示装置１Ｃの表示輝度を高めることがで
きるとともに、消費電力を低減することができる。
【００８１】
［変形例６］
　上記実施の形態では、色補正部１２をメモリ制御部１３よりも前に設けたが、これに限
定されるものではなく、これに代えて、例えば、図２４に示す表示装置１Ｄのように、色
補正部１２Ｄを、メモリ制御部１３よりも後ろに設けてもよい。この例では、色補正部１
２Ｄは、メモリ制御部１３から出力された画像信号ＳＩＧ３および同期信号Ｓync3に基づ
いて色に関する補正を行う。そして、色補正部１２Ｄは、この補正により画像信号ＳＩＧ
１１およびこの画像信号ＳＩＧ１１に同期した同期信号Ｓync11を生成し、これらの信号
を信号補正部１４に供給する。
【００８２】
［変形例７］
　上記実施の形態では、信号補正部１４をメモリ制御部１３よりも後ろに設けたが、これ
に限定されるものではなく、これに代えて、例えば、信号補正部１４を、メモリ制御部１
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３よりも前に設けてもよい。以下に、本変形例に係る表示装置１Ｅについて説明する。
【００８３】
　図２５は、表示装置１Ｅの一構成例を表すものである。表示装置１Ｅは、制御部１７Ｅ
と、信号補正部１４Ｅとを備えている。制御部１７Ｅは、上記実施の形態に係る制御部１
７と同様の機能を有するとともに、さらに、赤色画像ＰＲ、緑色画像ＰＧ、および青色画
像ＰＢがどのサブフィールドＳＦに関連づけられているかを示すサブフィールド情報ＩＮ
ＦＯを生成し、信号補正部１４Ｅに供給するようになっている。信号補正部１４Ｅは、色
補正部１２から出力された画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２および同期信号Ｓync2に基づ
いて、信号の補正を行う。具体的には、信号補正部１４Ｅは、信号補正部１４と同様に、
隣り合う複数のサブフィールドＳＦにおける輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢに基づく補正を行
う。その際、信号補正部１４Ｅは、サブフィールド情報ＩＮＦＯに基づいてこの補正を行
う。そして、信号補正部１４Ｅは、この補正により、画像信号ＳＲ１２，ＳＧ１２，ＳＢ
１２およびこの画像信号ＳＲ１２，ＳＧ１２，ＳＢ１２に同期した同期信号Ｓync12を生
成し、これらの信号をメモリ制御部１３および解析部１５に供給する。
【００８４】
［変形例８］
　上記実施の形態では、表示装置１には、ＲＧＢ信号が入力されるものとしたが、これに
限定されるものではなく、他のフォーマットの信号が入力されるようにしてもよい。以下
に、ＹＵＶ信号が入力される表示装置１Ｆについて説明する。
【００８５】
　図２６は、表示装置１Ｆの一構成例を表すものである。表示装置１Ｆは、画像入力部１
１Ｆと、信号変換部４０Ｆとを備えている。画像入力部１１Ｆは、ＹＵＶ信号である画像
信号を、画像信号ＳＹ，ＳＵ，ＳＶ、およびその画像信号ＳＹ，ＳＵ，ＳＶに同期した同
期信号Ｓync0として出力するものである。信号変換部４０Ｆは、ＹＵＶ信号をＲＧＢ信号
に変換（ＹＵＶ／ＲＧＢ変換）するものである。具体的には、信号変換部４０Ｆは、ＹＵ
Ｖ信号である画像信号ＳＹ，ＳＵ，ＳＶ、および同期信号Ｓync0に基づいて、この変換処
理を行い、ＲＧＢ信号である画像信号ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１、および同期信号Ｓync1を
生成するものである。ここで、信号変換部４０Ｆは、本開示における「変換部」の一具体
例に対応する。なお、この例では、信号変換部４０Ｆを色補正部１２の前に設けたが、こ
れに限定されるものではなく、メモリ制御部１３より前であればどこに設けてもよい。
【００８６】
［変形例９］
　上記実施の形態では、メモリ制御部１３は、画像信号ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２に含まれ
る１フレーム分の輝度情報ＩＲ，ＩＧ，ＩＢをメモリ９に書き込むとともに、そのうち表
示すべき輝度情報のみをメモリ９から読み出すようにしたが、これに限定されるものでは
なく、例えば、メモリ９に書き込む際、表示すべき輝度情報のみをメモリ９に書き込むよ
うにしてもよい。
【００８７】
［変形例１０］
　上記実施の形態では、１フレーム期間におけるサブフィールドＳＦの数によらず、発光
部３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂの発光輝度を一定にしたが、これに限定されるものではなく、
これに代えて、例えば、サブフィールドＳＦの数が少ないほど、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，
３０Ｂの発光輝度が小さくするように設定してもよい。これにより、例えば、表示動作の
途中でサブフィールドＳＦの数が少なくなるような場合（例えばケースＣ１からＣ３に変
化する場合）において、表示輝度が急に高くなり、観察者が不自然に感じるおそれを低減
することができる。
【００８８】
＜２．適用例＞
　次に、上記実施の形態および変形例で説明した表示装置の適用例について説明する。
【００８９】



(20) JP 6367529 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

　図２７は、上記実施の形態等の表示装置が適用されるテレビジョン装置の外観を表すも
のである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１およびフィルターガ
ラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０は、上
記実施の形態等に係る表示装置により構成されている。
【００９０】
　上記実施の形態等の表示装置は、このようなテレビジョン装置の他、プロジェクタ、デ
ジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置、携帯型ゲ
ーム機、あるいはビデオカメラなどのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能であ
る。言い換えると、上記実施の形態等の表示装置は、映像を表示するあらゆる分野の電子
機器に適用することが可能である。
【００９１】
　以上、実施の形態およびいくつかの変形例、ならびに電子機器への適用例を挙げて本技
術を説明したが、本技術はこれらの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能であ
る。
【００９２】
　例えば、上記実施の形態等では、バックライト３０は、３つの発光部３０Ｒ，３０Ｇ，
３０Ｂを有するようにしたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、２つ以下
、または４つ以上の互いに異なる色の光を射出する発光部を有するようにしてもよし、赤
色、緑色、青色以外の色の光を射出する発光部を有するようにしてもよい。
【００９３】
　また、例えば、上記実施の形態等では、バックライト３０は、発光部３０Ｒ，３０Ｇ，
３０Ｂを設けたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば図２８に示し
たバックライト３０Ｇのように、上半分に発光部３０ＡＲ，３０ＡＧ，３０ＡＢを設ける
とともに、下半分に発光部３０ＢＲ，３０ＢＧ，３０ＢＢを設けるようにしてもよい。発
光部３０ＡＲ，３０ＡＧ，３０ＡＢは、それぞれ、発光制御信号ＣＴＬＡＲ，ＣＴＬＡＧ
，ＣＴＬＡＢに基づいて、赤色（Ｒ）光、緑色（Ｇ）光、青色（Ｂ）光を発するものであ
り、同様に、発光部３０ＢＲ，３０ＢＧ，３０ＢＢは、それぞれ、発光制御信号ＣＴＬＢ
Ｒ，ＣＴＬＢＧ，ＣＴＬＢＢに基づいて、赤色（Ｒ）光、緑色（Ｇ）光、青色（Ｂ）光を
発するものである。
【００９４】
　また、例えば、上記実施の形態等では、本技術を液晶表示装置に適用したが、これに限
定されるものではなく、表示デバイスと発光デバイスとから構成される、いわゆる自発光
でない表示装置であれば、どのようなものにも適用することができる。具体的には、例え
ば、ＤＬＰ（登録商標）（Digital Light Processing）技術を用いた表示装置に適用する
ことができる。図２９は、ＤＬＰ技術を用いたプロジェクタ６０を模式的に表すものであ
る。プロジェクタ６０は、光源システム６１と、プリズム６３と、ＤＭＤ（Digital Mirr
or Device）６４と、投射レンズ６５とを備えている。このプロジェクタ６０では、光源
システム６１から、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｒ）の光が時分割的に射出す
る。この光はプリズム６３を介して、可動式の複数のマイクロミラーを有するＤＭＤ６４
に入射する。ＤＭＤ６４により反射された光は、再びプリズム６３を介して、投射レンズ
６５へ入射し、スクリーンに投射される。
【００９５】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【００９６】
（１）互いに異なる色光を射出する所定数の発光部と、
　前記所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部
を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御する発光制御部と、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行う表示部と
　を備えた表示装置。
【００９７】
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（２）前記発光制御部は、各色光に対応する各色成分の輝度情報に基づいて、前記１また
は複数の発光部を決定する
　前記（１）に記載の表示装置。
【００９８】
（３）前記発光制御部は、前記輝度情報の色成分のうち、１フレーム分の輝度情報の輝度
レベルが所定のしきい値未満である色成分以外の色成分を求め、その求めた色成分に対応
する色光を発する発光部を、前記１または複数の発光部として決定する
　前記（２）に記載の表示装置。
【００９９】
（４）前記１または複数の発光部の色光に対応する色成分の輝度情報に基づいて、前記表
示部を駆動する表示制御部をさらに備えた
　前記（２）または（３）に記載の表示装置。
【０１００】
（５）前記輝度情報を記憶するメモリをさらに備え、
　前記表示制御部は、前記メモリから、前記１または複数の発光部の色光に対応する色成
分の輝度情報のみを読み出し、その読み出した輝度情報に基づいて前記表示部を駆動する
　前記（４）に記載の表示装置。
【０１０１】
（６）前記表示制御部は、前記メモリに対して、前記輝度情報のうち、前記１または複数
の発光部の色光に対応する色成分の輝度情報のみを書き込む
　前記（５）に記載の表示装置。
【０１０２】
（７）前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記１または複数の発光部の発光時
間を長くする
　前記（１）から（６）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０３】
（８）前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記１または複数の発光部の発光期
間の数を制御する
　前記（１）から（７）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０４】
（９）前記発光制御部は、各フレーム期間において発光させる複数の発光部を決定し、そ
の複数の発光部が時分割的に発光するように制御する
　前記（１）から（８）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０５】
（１０）前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記複数の発光部が発光する順番
を制御する
　前記（９）に記載の表示装置。
【０１０６】
（１１）前記発光制御部は、各フレーム期間において発光させる複数の発光部を決定し、
その複数の発光部の発光期間の少なくとも一部が互いに重なるように制御する
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１０７】
（１２）輝度情報生成部をさらに備え、
　前記発光制御部は、各色光に対応する各色成分の輝度情報に基づいて、前記複数の発光
部を決定し、
　前記輝度情報生成部は、前記複数の発光部の色光に対応する色成分の輝度情報に基づい
て、他の輝度情報を生成する
　前記（１１）に記載の表示装置。
【０１０８】
（１３）前記他の輝度情報を記憶するメモリと、
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　前記メモリに記憶された前記他の輝度情報に基づいて前記表示部を駆動する表示駆動部
と
　をさらに備えた
　前記（１２）に記載の表示装置。
【０１０９】
（１４）前記発光制御部は、各フレーム期間における、前記１または複数の発光部の発光
開始タイミングおよび発光終了タイミングのうちの一方または双方を制御する
　前記（１）から（１３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１０】
（１５）前記発光制御部は、前記１または複数の発光部の発光輝度を制御する
　前記（１）から（１４）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１１】
（１６）複数の前記色光は、赤色、緑色、および青色である
　前記（１）から（１５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１２】
（１７）ＲＧＢ信号以外の信号をＲＧＢ信号に変換する変換部をさらに備えた
　前記（１６）に記載の表示装置。
【０１１３】
（１８）互いに異なる色光を射出する所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発
光させる１または複数の発光部を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御
し、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行う
　表示制御方法。
【０１１４】
（１９）光を透過または反射することにより表示を行う表示部に対して互いに異なる色光
を射出する所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発
光部を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御する
　表示制御装置。
【０１１５】
（２０）表示装置と
　前記表示装置に対して動作制御を行う制御部と
　を備え、
　前記表示装置は、
　互いに異なる色光を射出する所定数の発光部と、
　前記所定数の発光部のうち、各フレーム期間において発光させる１または複数の発光部
を決定し、その１または複数の発光部における発光を制御する発光制御部と、
　前記色光を透過または反射することにより表示を行う表示部と
　を有する
　電子機器。
【符号の説明】
【０１１６】
　１～３，１Ａ～１Ｆ…表示装置、９メモリ、１１，１１Ｆ…画像入力部、１２，１２Ｄ
…色補正部、１３…メモリ制御部、１４，１４Ｅ…信号補正部、１５…解析部、１６…し
きい値設定部、１７，１７Ｅ，４７…制御部、１８…バックライト制御部、２０…液晶表
示部、２１…タイミング制御部、２２…ゲートドライバ、２３…データドライバ、２４…
画素アレイ部、３０…バックライト、３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂ…発光部、４０Ｆ…信号変
換部、４９…動作モード設定部、４３…信号生成部、６０…プロジェクタ、６１…光源、
６３…プリズム、６４…ＤＭＤ、６５…投射レンズ、ＣＩ…色情報、ＣＴＬＲ，ＣＴＬＧ
，ＣＴＬＢ…発光制御信号、Ｐix…画素、ＰＲ…赤色画像、ＰＧ…緑色画像、ＰＢ…青色
画像、ＰＹ…黄色画像、ＳＢＬ…バックライト制御信号、ＳＦ…サブフィールド、ＳＭＥ
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Ｍ…メモリ制御信号、ＳＲ１，ＳＧ１，ＳＢ１，ＳＲ２，ＳＧ２，ＳＢ２，ＳＲ１２，Ｓ
Ｇ１２，ＳＢ１２，ＳＹ，ＳＵ，ＳＶ，ＳＩＧ３，ＳＩＧ４，ＳＩＧ１１，Ｓ１０…画像
信号、ＳＳＩＧ…制御信号、Ｓync1～Ｓync4，Ｓync10，Ｓync11，Ｓync12，ＳyncB…同
期信号。
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